
お⽶の名産地として、品質・収穫量とも北海道内屈指を誇る鷹栖町。美味しい農
産物を育む豊かな⾃然を有する⼀⽅、都市部へのアクセスも良く、北海道第⼆の
都市・旭川へは⾞で約25分。利便性の⾼さも魅⼒の⼀つとなっています。鷹栖
町では、住⺠同⼠をつなぎ交流を豊かにするツールとして、住⺠センターなど町
内5カ所の公共施設でリコーデジタルサイネージを活⽤しています。各施設の⼊
⼝にすっきりと設置するため、ディスプレイ⼀体型 STBレスモデルを採⽤。電
源1本で配線が完了するため、内観と調和する形で多様な情報を配信していくこ
とを実現されています。施設ごとに様々な活⽤をしている中で、特に⼤きな反響
を呼んでいるのが北野地区住⺠センターです。住⺠センターのリコーデジタルサ
イネージから流れるInstagramに、⼦供や⼦育て世代はもちろん、Instagram
⾃体に馴染みがないご⾼齢の⽅も注⽬。⾝近なトピックや町のイベント情報など、
写真付きで次々と展開されるコンテンツをきっかけに、「⾒て︕僕が映っている
よ︕」「楽しそうなイベントだね、今度参加してみようかな」など、⾃然と会話
が盛り上がり、世代を超えた交流が活発に。スマートフォンやInstagramアカ
ウントの有無を問わず、みんなで最新情報を共有できる場ができたことで、楽し
い会話や地域の賑わいが創出されています。

導⼊前の課題

導⼊後の効果

⾼齢者を含むあらゆる世代に、町の情
報をタイムリーに届けたい。
●

■ご導⼊機種︓リコーデジタルサイネージクラウドサービス
ディスプレイ⼀体型 STBレスモデル
RDS DISPLAY PD50 50インチ 5台

Company Profile
■URL︓https://www.town.takasu.hokkaido.jp/
■所 在 地 ︓北海道上川郡鷹栖町南1条3丁⽬5番1号
■地域概要︓

■職員数︓104名（2025年6⽉現在）
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住⺠センターのリコーデジタルサイネージから流れるInstagramに、⼦供も⼦育て世代

も⾼齢者も注⽬。コンテンツをきっかけに会話が弾み、世代を超えた交流が活発に。

︕

︕

︕

鷹栖町役場 様

住⺠同⼠の交流をもっと活発にしたい。

業務負荷をなるべくかけずに情報更新
がしたい。

スマートフォンやInstagramアカウ
ントの有無を問わず、⼦どもから⾼齢
者まで最新情報を⼿軽に⾒ることがで
きる。

コンテンツが会話のきっかけとなり、
世代を超えた住⺠交流が活発になって
いる。

Instagram連携機能により、⼿間な
く多様な情報を配信できる。

北海道のほぼ中央、上川⽀庁管内の中⼼部に位置。稲作が盛んで品質・収穫量
とも北海道内屈指を誇る。また、トマトジュース「オオカミの桃」は美味しさ
とユニークなネーミングから道内外で⼈気を集めている。豊かな⾃然を有して
いる⼀⽅、北海道第⼆の都市・旭川へも⾞で約25分とアクセスが良く、利便性
も⾼い。

RICOH
デジタルサイネージ

お客様導⼊事例

北野地区住⺠センター Instagramをリコーデジタルサイネージのコンテンツ
として配信

鷹栖町役場
町⺠課 情報政策係
係⻑ ⼭内 岳男 様



町全体のデジタル化を推進する効果も期待されているそうですね。

鷹栖町役場
まちづくり推進課 地域振興係
係⻑ ⼤内 義崇 様

はい。⾏政サービスのデジタル化を進めてい
くにあたり、スマートフォン教室などを開催
しているのですが、そもそも興味をお持ちで
ない⽅や、ご⾼齢の⽅にご参加いただくのは
困難です。でも、住⺠センターに⽴ち寄った
らリコーデジタルサイネージが⽬に⼊って、
ちょっと⾒てみたら楽しそうな情報が流れて
いて……という体験をすることで、デジタル
なものに⾃然と関⼼が向いていくように思う
のです。リコーデジタルサイネージを住⺠セ
ンターに置いたことで、地域交流の活性化と
町全体のデジタル化が同時に促進されていく、
とても良い流れができたと思っています。

設置場所を教えてください。
北野地区住⺠センター、鷹栖地区住⺠センター、福祉施設「サンホールはぴ
ねす」のほか、町内2カ所の体育館に設置しています。

リコーデジタルサイネージの導⼊は、どのように進めていったので
すか︖
町役場から各施設の指定管理者へリコーデジタルサイネージについて説明し、
活⽤に賛同してくれた施設に段階的に導⼊しました。賛同を得る上でポイン
トとなったのが、Instagram連携機能です。Instagram連携機能を使えば、
最初にアカウントを登録しておくだけで⾃動的にInstagramのコンテンツが
リコーデジタルサイネージから配信されます。この機能を紹介したところ、
「⼿間もかからなそうだし活⽤してみたい」と、指定管理者から賛同を得る
ことができました。最初は3施設に導⼊したのですが、その運⽤状況や反響の
⼤きさを⾒て、他の施設からも導⼊したいという声が上がり、現在は5つの施
設で活⽤しています。

お客様導⼊事例をWEBサイトでご紹介しています。
https://www.ricoh.co.jp/products/line-up/digital-signage/case

リコーデジタルサイネージ

3大選定ポイント

①コストパフォーマンスが魅⼒的だった。
②アフターサポートが充実している。
③ディスプレイ⼀体型 STBレスモデルは、電源１本で配線が完了し、

すっきりと設置できる。

記載内容は、2025年6⽉現在のものです。※ 本チラシ記載の会社名および製品名は、それぞれ各社の商号、商標または登録商標です。
※ Instagramは、メタ・プラットフォームズの登録商標または商標です。

鷹栖町は、ななつぼしやゆめぴりかなど⾼品質なお⽶の産地で、品質・収穫量
とも北海道内屈指を誇ります。お⽶以外にも、トマトジュース⽤（原料）のト
マトやキュウリをはじめ美味しい農産物がたくさん採れる⼀⽅、北海道第⼆の
都市・旭川へのアクセスも良く、利便性にも恵まれた町となっています。鷹栖
町には、福祉サービスに⼒を⼊れてきた歴史があり、⼈、⾃然、地域のつなが
りを⼤切にした町づくりを推進しています。地域住⺠の⽅に公共施設の運営を
担ってもらうなど、住⺠が町づくりに主体的に参加できる制度や⾵⼟が根付い
ていることも、鷹栖町の特⻑だと思います。

鷹栖町について教えてください。

リコーのデジタルサイネージ https://www.ricoh.co.jp/products/list/ricoh-digital-signage

https://www.ricoh.co.jp

リコーデジタルサイネージの運⽤は、指定管理者の⽅が担当されて
いるそうですね。

北野地区住⺠センターでは、どのような情報を展開しているのですか︖
住⺠サービス向上のためデジタル技術の活⽤を検討する中で、住⺠への情報発
信を充実させる⽅法として、デジタルサイネージに興味を持ちました。リコー
のデジタルサイネージを採⽤した決め⼿は、コストパフォーマンスの⾼さと⼿
厚いアフターサポートです。特に、導⼊⽀援は⼤変助かりました。デジタルサ
イネージを⽇々運⽤するのは、町から施設運営を委託している指定管理者です。
町役場が間に⼊らなくても、リコージャパンが各施設をまわり指定管理者へ直
接レクチャーしてくれたおかげで、とてもスムーズに導⼊できました。

なぜリコーデジタルサイネージを導⼊したのですか︖

STB（配信機器）とディスプレイが⼀体化したモデルを採⽤した
理由を教えてください。
各施設の⼊⼝に設置するデジタルサイネージは、いわば「施設の顔」です。
⼀体型モデルは、電源1本で配線が完了し、すっきりと設置できることが採⽤
の決め⼿となりました。内観と調和する形で情報発信ができるため「施設の
顔」に相応しいモデルだと思います。

⼀般社団法⼈
北野コミュニティセンター
常務理事 進藤 紗江 様
（北野地区住⺠センター指定管理者）

容易に設置できるデジタルサイネージ機能⼀体型端末とは︖ 
そのメリットもご紹介
(https://www.ricoh.co.jp/products/line-up/digital-
signage/column/integral-device)

はい。鷹栖町では、住⺠センターなど地域活動の拠点となる公共施設において、
町役場よりもさらにきめ細かく、地域に寄り添った施設運営ができるように、
地域住⺠の中から指定管理者を公募・選定し、施設運営を委託しています。リ
コーデジタルサイネージの運⽤についても指定管理者が担っており、住⺠だか
らこその視点やアイディアを活かしたコンテンツを配信しています。特に、北
野地区住⺠センターのコンテンツは、多くの住⺠が注⽬していて、その反響の
⼤きさに町としても驚いているところです。

北 野 地 区 住 ⺠ セ ン タ ー で 運営し て い る
Instagramを、リコーデジタルサイネージで
配信しています。Instagramは、この住⺠セ
ンターにもっと親しみを感じてもらいたい、
皆さんに気軽に来館してほしいという思いか
ら始めたものです。でも、Instagramを⾒る
世代はどうしても限られています。そんな時
に、リコーデジタルサイネージのInstagram
連携機能を知り、試してみることにしました。
みんな⾒てくれるのかな、Instagram⾃体を
知らないご⾼齢の⽅はどんな反応をするのだ
ろうと、最初は少し不安だったのですが、配
信すると⼦供たちもご⾼齢の⽅もすぐに注⽬
してくれて。リコーデジタルサイネージの前で⾜を⽌め「こんなイベントがあ
るんだね、⾏ってみようかな」と話している様⼦を⾒た時は嬉しかったですね。
思わず事務所から出て「それ、私がつくっているんですよ」と話しかけてしま
いました。ご⾼齢の⽅から「Instagramは私の携帯電話にも⼊れられるの︖」
と聞かれることもありますし、既にInstagramを使っている世代でも、リコー
デジタルサイネージでみんなで⼀緒にコンテンツを⾒たことがきっかけとなっ
て、フォローしてくれるようです。フォロワー数も増加しています。

関連情報

鷹栖地区住⺠センター

こいのぼりイベント（Instagram連携機能）
（北野地区住⺠センター）

み ん な で ご 飯 を つ く る 「 実 り ご は ん 」
（Instagram連携機能）（北野地区住⺠セン
ター）

サンホールはぴねす


